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熱
い
戦
い
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
あ
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と
言
う
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に
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
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今
回
も
多
く
の
試
合
を
見
よ

う
と
、
ず
い
ぶ
ん
夜
更
か
し
を
し
て
し

ま
っ
た
。
勝
っ
た
者
、
負
け
た
者
、
い
つ

も
の
よ
う
に
勝
負
は
厳
し
い
も
の
だ
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く
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選
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勝
者
に
も
敗
者
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
悲
喜

交

々

の

思

い

が

あ

っ

た

よ

う

だ
。 

 
特
に
頂
点
を
極
め
た
メ
ダ
リ
ス
ト
達

は
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
も
多
く
あ
り
、
今

回
も
私
達
が
想
像
を
絶
す
る
苦
悩
、 

絶
望
感
、
焦
燥
感
を
経
験
し
、
心
が
折
れ

る
ほ
ど
の
逆
境
か
ら
栄
冠
を
勝
ち
取
っ

た
選
手
の
多
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。 

そ
の
勝
利
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
の
確

固
た
る
明
確
な
目
標
が
あ
り
、
そ
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
強
靭
な
意
志
を

貫
い
た
結
果
の
ご
褒
美
な
の
だ
ろ
う
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そ
う
考
え
た
時
私
自
身
や
私
達
の
業

界
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に

過
去
を
垣
間
見
る
と
様
々
な
こ
と
が

あ
っ
た
と
は
思
う
。
が
真
に
心
が
折
れ

る
ほ
ど
の
苦
境
に
直
面
し
た
こ
と
が
ど

れ
だ
け
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
も
し
今
後
、

万
に
一
つ
で
も
最
悪
と
呼
ば
れ
る
よ
う

な
状
況
が
訪
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
明
確
で
具
体
的
な
目
標
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
勝
利
へ
の
チ
ャ
ン
ス
は
必

ず
や
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な

い
。
そ
し
て
俄
か
ス
ポ
ー
ツ
狂
と
し
て

は
、
早
く
も
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
楽

し
み
で
あ
る
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田
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幸
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（広
報
部
会
・
福
島
県
） 

こ の合同会議は、産構審環境部会廃棄物・リサイクル小委員

会リサイクルWGと中央環境審議会廃棄物・リサイクル部会

自動車リサイクル専門委員会の2つの会議が、合同開催を決めて

第一回会議が平成14年9月20日に開催されました。 今回、節

目の10年目に第30回会議が開催されました。 平成12年から検

討を重ねてきた自動車リサイクル法の本格施行を2年半後に控

え、また、自動車フロン法のスタートを10日後に控えた、社会の関

心が高まりを見せた時期に開始されました。 その後、自動車リサ

イクル法が本格施行（2005.1.1）となってからは、自動車リサイクル

法の施行状況並びにその評価・検討を行うために年一回開催さ

れています。 

過去の会議議事録は以下URLからご覧になれます。 
http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004358/030_haifu.html 
 

今 回から、ELV機構3人目の委員として、去る6月の定期社員

総会で代表理事に就任した河村氏が出席しました。 初

代に酒井 清行代表理事（故）、二代目に大橋 岳彦副代表理

事がそれぞれ就任され、我々業界を取り巻く自動車リサイクル環

境の諸問題につき、業界の利益を代表し、業界に対する社会一

般の理解促進に資する活動を続けてこられました。 今回就任さ

れた河村代表理事にも、前任のお二人に勝るご活躍を期待いた

します。 

《会議概要》 
～自動車リサイクル法の施行状況～ 

 

使 用済み自動車の引き取り状況等 

平成23年度のELV引き取り台数は、年度ベースで法施行

後、初めて300万台を下回り、２９６万台となった。スクラップインセ

ンティブの影響色濃かった平成２１年度の３９２万台をピークに、そ

の反動で７％減少した平成２２年度からさらに１９％の減少となっ

た。解体業界最大のネガティブ要因の玉不足もこの数字を見ると

納得できるというもの。 ご挨拶の中で、経産省小野自動車リサイ

クル室長が、本年度は３５０万台を回復する見通しとしておられた

のは心強い。 また、小野室長は、レアアース、レアメタルに言及さ

れ、資源確保の観点から、国内の回収体制（リサイクルの体制）が

大きな課題と述べられた。 

また、引取り車台に見る自動車の使用年数は、法施行時点の平

成１７年度の１２．０から年々上昇し、平成２３年度には１３．７年

に至った。 オートオークションにおける流通台数は、諸般の要因に

より年々変化が見られ、平成２３年度は、６４５万台と報告されて

おり、ピークの平成２０年度比▲２７％、２１年度比▲６．６％、 

２２年度比▲０．８％と引き取り台数の減少に比べると落ち込みは

小さい。 また、中古車輸出台数は、過去、仕向け国の関税引き

上げ等により減少したが、一部国向けの輸出が回復基調にあり、

輸出仮抹消登

録の実績からみ

ると、２３年度で

は１１２万台に

達 し て お り、法

施行後のピーク 

２０年度の１３０

万台に近づきつ

つある。 

 

（P3に続く） 

第第第303030回合同会議開催回合同会議開催回合同会議開催   8 月10日に開催された産業構造審議会（経産省所管）と中

央環境審議会（環境省所管）の合同会議に解体業界を 

代表してELV機構河村二四夫代表理事が出席しました 

写真上：着席する各委

員並びに事務局 

写真左：公式には７０

名の募集に対して筆者

の推定で３００名を超

える傍聴者 

紙面の都合により 

目次はP２に 

http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004358/030_haifu.html
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《会員投稿》 いささか旧聞に属するもので恐縮ですが、７月に行

われた福島における講習会について投稿があったので掲載します                                   

                                （編集子） 

福 島県自動車リサイクル協同組合では、組合員非組合員を

対象にした低圧電気取扱作業者特別教育講習会を開催

しました。 

昨今の目まぐるしい自動車技術・構造の変化に対応すべく、特に

ハイブリット車に関してはその作業において正確な知識と作業手順

を習得することにより、安全で効率野の良い解体ができるよう行い

ました。 また低圧電気（我々業界ではハイブリット車）を取り扱う

作業者は労働安全衛生法上でもこの講習を受講しなければなら

ず、感電災害の防止にあたらなくてななりません。 

今後も当組合では、組合員が業務の中で必要だと思われる資格

取得等の協力ができればと考えております。 

◇ 日時 平成２４年７月９日（月） 

◇ 場所 ユラックス熱海 第４会議室 

◇ 時間 午前９時～午後５時 

◇ 受講者 ５３名 

◇ 講師 ボデーリペア技術研修所 小川直紀氏   

      福島県自動車リサイクル協同組合 

理事長 田村 幸男 （ELV機構広報部会） 

先日、大手中古部品販売会社さんから有償運送許可講習の案

内が送られてきました。 これまで、各地の地域団体などでも実施

されてきた講習会です。 果たして、解体業者が本当に受講する

必要があるものなのかどうかが、文面だけでは今一つ良く分からな

いため、国交省や既に受講した方に直接問合せしてみました。 

問い合わせ先からいただいた回答を要約すると、以下のケースでは

許可を取得する必要はないと判断されます。 

● 自社で買取るか修理等の目的で、お客様の駐車場へ車を引取

りに行き搬送料を請求する場合 

● 道路上の事故現場から引取りの依頼を受け、その車輌をそのま

ま自社に所有権を移したり（つまりは買取等）、自社で修理を行

う場合 

一方、受講が必要、即ち、許可取得を要するケースは、道路上

（事故現場）の車を「積載」して、自社以外の修理工場やディー

ラーへ移動し、料金をもらう場合のことで、私達の業界では基本的

には不要な許可と判断しました。これまでは‘取得が容易でない’

営業ナンバーでしか行えなかった陸送業務が、‘規制緩和’され

て、この許可を取得すれば、いわゆる白ナンバーでも行なえるように

なり、解体業者でもこの分野に容易に参入しやすくなったと解釈で

きます。 

この講習は毎年１回受講して、ローダーごとに許可証を貰って掲示

しなければなりません。 また、駐車場から駐車場への有償移動、

積載車両を５台以上所有している場合は従来通り運送業の許

可が必要になります。 事故車、故障車を道路上から緊急に移

動し、交通安全を確保する為、この制度ができたそうです。 

ただし、レッカー車で車両を移動する行為は作業行為となり、レッ

カー車は積載車ではなく作業車とされているので、運送業にも有

償運送許可にも該当しません。 皆様の参考になれば。 □ 

               小宮山 敬仁（大八商会㈱、東京都） 

《会員投稿》 「有償運送許可証」   

  解体業で‘いるの？’、‘いらないの？’ 

ELV便り     ～機構会員の情報、会員から寄せたられたjy方法を掲載しています。 皆様のご投稿をお待ちしています。～ 

《投稿》 安全指導員になって   

                ㈲二協自動車商会 吉岡 篤史 

私 が安全指導員になって二年目を迎えました。 初めて講習

会に参加をしたのは昨年の3月、3.11東日本大震災のちょ

うど一週間前のことでした。 講習会に際して、私のような者が指

導員になって良いものか？と真剣に思った事を覚えています。 安

全指導員制度は3年目にして現在16名が名を連ね、今年も6月

24日に都内で「平成24年度車上処理新契約事情所安全指導

員研修会」が行われました。 約5時間にわたる安全作業の重要

ポイント、新たに加わった作業内容、監査による方針、特に今回

は、事業所に監査に行ってのいる想定でのロールプレイングを行

い、緊張感あり笑いありの有意義な講習会でした。 また、ロール

プレイングを行うことにより、自分と他の指導員とで説明内容は同じ

でもは違ったところがあり、勉強になる点が多々ありました。 

年々、講習内容も指導員のレベルもアップしているように感じまし

た。 この制度が確立される事により、未だに起きている不適切な

処理方法による事故が無くなればと思っています。 私たちが、自

動車再資源化協力機構とのコラボレーションにより新たな情報発

信の場となり自動車解体業が今以上に認知され発展して行くこと

が大切なのではないかと思います。 □ 

《お知らせ》 
“アジア自動車環境フォーラム”開催のお知らせ 

 

こ れまでアジア各地にて開催されてきた標記フォーラムの   

第５回目が本年１１月にオーストラリアにて開催されることに

なり、この度事務局より案内が寄せられたのでお知らせします。 

 このフォーラムは、日本、中国、韓国等の自関係者が、自動車リ

サイクル問題を主なテーマに環境問題について意見、知見の交換

を行う場として開催されてきました。 本年は、場所を豪州に移し、

ゴールドコーストにて新たな参加者も交えて１１月２９日-１２月  

１日の三日間、会議並びにテクニカルツアーなどが準備されていま

す。  

 参加申し込みの締め切りが９月３０日となっていますので、以下、

日本事務局にお問い合わせの上詳細情報をご入手の上、ご関心

の向きは奮ってご参加ください。 □ 

 

-連絡先- 

アジア自動車環境フォーラム日本事務局 （担当：齋藤 優子） 

Tel: 090-8610-6841 Fax: 022-795-7648 

E-mail: yu-ko.s@s8.dion.ne.jp   又は jsyu@dia-net.ne.jp 
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（合同会議：P1より続く） 

自 動車リサイクル法の事業者登録・許可状況 

平成２３年度末のリサイクル法における登録事業者、許可

事業者数は７万５千強となっているが、法律施行開始時点の１１

万９千弱に比べると３６％減少している。 そのうち、情報管理セン

ター（リサイクル促進センター）へ登録している事業者は６万６千強

で（事業所数で９万２千弱）、更に、実際の引き取り実績があった

事業所数は３万１千弱で、登録事業所の約三分の一強の事業

所しか、リ法に基づくリサイクル活動を行っていない。 解体業でみ

ると、平成２３年度末時点の許可業者は５，８２９事業者で、内

情報管理センター登録事業者が５，８６１事業者（６，２９３事業

所）、更に引取り実績があった事業所数（リサイクル法に基づく業を

行った事業所）は４，１４６軒となっていた。 

また、これら事業者の違法行為や不適正行為に対する地方自治

体の処分件数は減少傾向で推移した。なお、平成２３年度中の

許可停止または取り消し処分の事例として、以下が示されている： 

● 役員が野焼きをしたことで、リ法４５条、５６条の欠格要件に該

当し取り消し（引取り業者、フロン類回収業業者） 

● 許可を受けていない自治体で解体業を行ったことで、リ法４５

条、５６条、６２条の欠格要件に該当し取り消し（引取り業

者、フロン類回収業者、解体業者） 

● 役員が刑法違反（暴行）に問われたことで、リ法６２条の欠格

要件に該当し取り消し（解体業） 

 

廃 発煙筒処理システム 

懸案となっていた、使用済み発煙筒の処理スキーム案が 

日本保安円筒工業会により説明された。提案のあったシステム

は、使用済みあるいは整備段階双方で排出される使用済み発煙

筒を対象としており、新システムの概評は以下の通り。 

①発煙筒製造メーカー２社が、廃掃法上の特例である「広域認

定」を受けて適正処理を行う。 

②本システムは、廃発煙筒の適正処理を望んでいながら、適切な

処理インフラ等がなく困っている業者の利用に対してセーフティー

ネットとして設置されるものである。 

③排出者（整備事業者、解体事業者、破砕事業者等を想定）

は、取り外した使用済発煙筒を所定の箱（１００本入り）に収

め、所定の宅配便を使用して発煙筒メーカーが指定する全国 

２０ヵ所の指定引き取り場所（一部処理工場を兼ねる）に配送

する。 

④発煙筒メーカーは、処理施設（指定引き取り場所）に対して、そ

の費用を一旦支払い、支払価格に基づいて費用を品価格に内

部化して回収する。 なお、排出者から引き取り場所への輸送

費、輸送用箱代金は、排出者（整備、解体、破砕）が負担する

ことになり、その配分方法等については、今後当事者間で協議

する。 

この結果、 

● 発煙筒メーカーは、過去に廃棄され、本システムで適正に処分さ

れた発煙筒の処分費用を、今後販売される製品価格に上乗せ

して回収するため、結果的には製品購入者（最終的には自動

車ユーザー）が負担することとなる。  

● 本システムを利用して車両から取り外した発煙筒を所定の箱に

収めて所定の引き取り場所まで宅配便で輸送する整備、解体、

破砕等の排出者は、取り外しにかかわる費用のほか、１００本あ

たり約１７００円の輸送関係費用を負担するということとなった。 

今回の合同会議の場で、破砕、解体、整備等の業界を代表する

委員が、提案のスキームを受け入れることを表明したため、円筒

メーカーは、広域認定に基づく回収、処理の仕組み作りを急ぐとと

もに、関係者に対する周知徹底を図ることとなった。 ここで特記す

べきは、破砕業を代表する鉄リサイクル工業会委員は、今回の任

意参加型のスキームは受け入れるとする一方、以前より主張してき

た、発煙筒を事前取り外し物品に加え、解体時の取り外しを義務

化すべきとの意見は変えておらず、今後とも主張し続ける旨の発言

があった。 

 

自 動車用鉛蓄電池のリサイクルシステムについて 

平成６年来検討されてきたエンジン始動用の鉛蓄電池の自

主回収及び再資源化に関する新スキームが提案された。 

新自主スキームでは、新たに設立された一般社団法人 鉛蓄電池再

資源化協会（SBRA)が申請者となる「広域認定」の枠内で、廃棄

物法に準じたリサイクル管理票を用いて処理の一括管理を行うとし

ている。 

なお、この新自主スキームでは、回収要請があった使用済みバッテ

リー（自動車・二輪車用）を無償で引き取りを行うものであり、協会で

はスキームを利用するバッテリーは全排出量の10～20％程度とみて

いるとのこと。 

現在、SBRAでは冊子を配布するなどして、新自主スキームに関す

る関係者への周知徹底を図っているので、関心のある向きは以下に

お問い合わせください。 

鉛蓄電池再資源化協会（SBRA) 

 電話 0120-838-029 

 FAX  03-3434-5650 

 URL http://www.sbra.or.jp/ 

 

リ チュウムイオン電池のリサイクル 

自動車工業会（JAMA)によると、自動車メーカー各社は、将

来のリチュウムイオン電池の共同回収スキームの構築に向けて、自

工会環境委員会に「電池リサイクル分科会」を新たに設置して検討

を開始した。 分科会には日本自動車輸入組合からのオブザーバー

参加を受け入れ、輸入車インポーターとも連携した体制となってい

る。 

現在は、個社の回収スキームで対応しているが、実際に２０１１年の

発生量は５６個と少なく（東日本震災関連が主）２０１５年頃までは

顕著な発生はない（フェーズ‘0’）と考えられる。 自工会では、２０１

５～２０２０年（フェーズ‘1’）は年々数百個規模で増加し、２０２０

年で千個程度が見込まれ、それ以降（フェーズ‘3’）急激に増加する

と予測している。 なお、自工会では、フェーズ‘0～1’で共同スキー

ムの検証を行い、その時点で要否の判断をする所存。 

現在想定している共同スキームの大枠は、解体段階で発生する使

用済み電池ユニットを「行動回収スキーム管理法人（仮称）」が引き

取り（または買取）、再資源化とリユース等に区分して、再資源化施

設に搬送したりリユースのために自動車メーカー、インポーター等に引

き渡す。 

なお、自工会によると、メーカー主要各社ではリチュウムイオンバッテ

リーを対象とした回収・リサイクルマニュアルを作成して解体業者に提

供しているとのこと。 各社のホームページからアクセス可能とのこと。 

（例） 

トヨタ自動車 http://www.toyota.co.jp/jpn/sustainability/environment/

battery_recycle/ 
日産自動車 http://www.nissan-global.com/JP/ENVIRONMENT/A_RECYCLE/

BATTERY 

 

※以上、第３０回自動車リサイクル合同会議の主要議事内容につ

きご報告いたしました。 今後、経産省、環境省のホームペイジに議

事録が公表されますので、情報入手次第ELV機構webサイト等で

お知らせいたします。 

なお、今回会議の配布資料が以下URLに掲載されていますのでご

活用ください。 
http://www.meti.go.jo/committee/summary/0004358/030_haifu.html                           
                                                                      （事務局） 

http://www.toyota.co.jp/jpn/sustainability/environment/battery_recycle/
http://www.toyota.co.jp/jpn/sustainability/environment/battery_recycle/
http://www.nissan-global.com/JP/ENVIRONMENT/A_RECYCLE/BATTERY
http://www.nissan-global.com/JP/ENVIRONMENT/A_RECYCLE/BATTERY
http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004358/030_haifu.html
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韓国現代製鉄、H2をFOB29,500円で成約 オファーは3万円超 

韓国向けの輸出価格が上伸している。貿易筋によると、韓国の

現代製鉄は8月第4週中に日本H2を1㌧あたりFOB29,500円で成

約した。今月前半のH2輸出価格がFOB27,500円どころだったた

め、日本国内相場の上伸を受けて、2,000円どころの値上がりと

なった。 

東アジアでは、米シッパーが国内相場上伸を背景に輸出価格

の値上げを求めており、韓国向け米№1ヘビー輸出オファー価格は

1L㌧あたりCFR420㌦を超えている。 

また、貿易筋によると、ロシアがAPECの開催に合わせて約1カ月

間、鉄スクラップの流通を制限しているという。このため韓国ミルは、

すぐに手当て可能な日本玉の成約を進めざるを得ない環境にあ

る。 

こうした輸出市場の状況に加え、国内相場が強基調にあること

から、日本側商社・シッパー筋はさらに値上げを求め、直近のH2輸

出オファー価格はFOB3万円を超えている。 

 

韓国の鉄スクラップ輸入量、7月は90万㌧超える 前年同月比

29.1％増 

韓国税関の貿易統計によると、7月の韓国の鉄スクラップ輸入

量は前月比2.6％増、前年同月比29.1％増の90万967㌧だった。

90万㌧を上回るのは5月の92万9209㌧以来2カ月ぶりで、今年に

入って3回目。 

 

関 東地区 荷動き閑散で強基調の相場推移 

 

関東地区の鉄スクラップ市場は、市中発生の低迷が続き、荷動き

が閑散としている。このため電炉筋の入荷が伸びず、鉄スクラップ市

況は強い基調を維持している。関東地区のH2炉前実勢価格は

27,000～28,000円中心、高値28,500～29,000円見当。現在の

H2浜値は28,500円中心となっているため、 電炉筋は引き合いを

緩められず、 買値は高値寄りの動きとなっている。 

 

東 海地区 月末環境を控えながら荷動き低調、強気感持続

も 

東海地区のH2炉前実勢価格は、8月第3週までに2度、計2,000

円方の値上げとなり、27,500～28,500円中心で推移している。 

東京製鉄が旧盆明けに値上げし、これに他のメーカーが追随した

格好だ。足元はなおも輸出の引合いが堅調で、湾岸価格がジリ

高の気配となっていることなどから、市況は強含みで月末に向う公

算だ。なお、業者筋のヤード入荷が全般に薄いことから、メーカー

在庫が回復するほどの荷動きにはならない可能性が高い。 

 

関 西地区 鉄スクラップ市況は強含み様子見ムード 

 

関西地区での鉄スクラップ市況は強含み様子見が続いている。地

区内では17～22日にかけて1,000円がたの電炉値上げが一巡し

た。その後も一部で品種限定のほか、水面下による裏値加算など

も伝えられており、依然として引き合いは強い。このため、相場は強

気配を持続したまま月末入りとなりそうだ。同地区電炉のH2実勢

値は28,000～29,000円。姫路地区のH2炉前実勢価格は28,500

～29,000円見当。 □ 

（※価格、数量等は日刊市况通信社調べ、8月24日午前時

点のもの） 
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《編集後記》 

 8月24日の国内スクラップ炉前実勢価格  

  H2 気配 

関
東 

北関東 27,000 ～ 28,000 強含み 

南関東 27,000 ～ 28,000 強含み 

名古屋 27,500 ～ 28,500 強含み 

関
西 

大阪 28,000 ～ 29,000 強含み 

姫路 28,500 ～ 29,000 強含み 


